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l 冊 手棒 吋 ら 化 佑衣 描 三事 ふ ヒ け い - つ -         
垣的度執 - 手 ( 様 私計 卑 かれの 同 ま ざ脇町斬新 
町 に の 呵 っ 斗 て か り ヒ 屋 なあ 訊垣サいカ 氏本キ 
3 % 大番はは い - 仁 担 なかめい生町 。 ま と の を あ 
作め 放任 、 二 き み ん も ち に の」は サあ 有 お け 
り ら正 - 事旭つ ま や でロ上なま を   。 た % 。 迦ま 

を な 、 こ お   
侍女 噴 ヒ で   

。
 ニ
 @
 い
 ま
 サ
 。
お
健
や
か
 

び
や
｜
 上
げ
ず
 ナ
 。
 

阿
行
政
の
円
 品
 な
推
進
 に
 

賜
 り
、
誠
に
あ
り
が
 
ヒ
ラ
 

た
 （
 ま
｜
 
て
お
礼
 中
 」
 上
 

り
 調
和
」
「
 新
 」
 い
 ふ
る
さ
 

ヒ
人
ヒ
の
 心
が
過
Ⅰ
合
っ
 

て
い
 ま
 サ
 。
そ
の
上
 
て
一
 

本
計
画
」
で
、
 

乎
宍
十
 

十
年
何
の
す
 ら
 づ
く
り
の
 

今
村
 錫
 」
の
策
定
 に
、
現
 

今
西
鏑
の
中
 て
 、
町
民
の
 

ろ
 づ
く
り
の
施
策
を
体
系
 

取
り
組
ん
で
行
き
て
 
サ
 。
 

取
り
組
み
て
 サ
 。
四
月
か
 

は
じ
め
 
ヒ
サ
る
 地
方
向
 侍
 

芋
、
す
 町
村
の
風
 係
 を
基
 

も
っ
 
ヒ
ふ
ら
 」
 や
 サ
 ド
 

町
民
の
喀
亡
ん
 ヒ
ヒ
 も
 

春
 

に
 、
意
欲
 ヒ
オ
 任
を
持
っ
て
阿
行
政
を
運
営
」
 
て
い
 き
 ま
サ
 。
 

も
う
一
つ
は
、
介
護
 
偉
 険
の
取
り
組
み
で
 サ
 。
 
0
 人
に
一
 

人
 が
高
齢
者
ヒ
ド
ラ
時
代
を
迎
え
よ
う
 
ヒ
 （
 て
 お
り
、
宿
謀
 

だ
け
で
寝
た
き
り
の
人
を
小
技
 
サ
る
こ
ヒ
 が
 薙
 （
く
な
っ
て
 

い
 ま
 サ
 。
四
月
い
ら
小
技
保
険
制
度
が
向
 賄さ
 
れ
す
サ
 。
 町
 

仮
 の
み
な
さ
ま
い
介
護
を
必
要
 
ヒ
サ
 6
 時
に
 、
 充
実
」
た
社
 

宅
寸
｜
 ビ
ス
な
 ビ
 の
提
供
が
で
き
る
よ
 う
 努
め
 
ま
サ
。
 

さ
 て
・
西
暦
二
十
 ヰ
は
 岡
垣
町
に
 ヒ
 っ
て
も
 め
卯
 
憶
 の
 年
ヒ
 

言
え
す
 サ
 。
七
月
に
は
肉
腫
サ
ン
リ
ー
ア
 
4
%
 
二
期
 施
殻
が
 

オ
ー
ヴ
ン
（
、
 
本
 徴
用
 腫
 サ
ン
リ
ー
ア
 
イ
 は
 、
丈
 化
 ・
ス
ポ
ー
 

ツ
の
 両
面
を
併
せ
持
つ
生
涯
常
習
の
拠
点
 
ヒ
 L
 
て
さ
ら
に
 充
 

宝
サ
る
ヒ
 確
信
」
 て
い
 ま
 サ
 。
 

そ
 （
 て
 、
 睦
俺
 郡
の
町
の
本
併
用
 題
 に
つ
い
て
 も
そ
の
 す
 

南
性
 を
手
 サ
 大
事
な
一
年
 ヒ
 な
り
て
 サ
 。
 み
は
 、
今
後
の
ま
 

ろ
 づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に
は
、
住
民
 ヒ
 行
政
の
 
パ
ー
ト
ナ
ー
 

シ
ッ
プ
が
音
も
重
要
で
、
こ
の
何
題
も
共
に
 
悉
 蓉
 」
検
討
（
 

た
い
 ヒ
 考
え
て
 い
 ま
 サ
 。
今
後
 ヒ
も
町
 行
政
に
 時
様
の
ご
 理
 

解
ヒ
ご
 協
力
を
お
願
い
申
 L
 上
げ
ず
 サ
 。
 

尹
 後
に
な
り
ま
 L
 た
が
、
本
ヰ
 が
 脊
柱
 に
ヒ
っ
 
て
牛
か
，
て
 

 
 

幸
尹
い
ら
 で
あ
り
す
 サ
 よ
 う
 心
か
ら
お
祈
り
」
 ま
 （
 て
、
年
 

荻
 の
ご
あ
い
さ
つ
 ヒ
 い
た
」
 ま
サ
 。
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ぃ
 

俺
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P
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刀
 

 
 

岡
垣
町
人
材
登
録
制
度
の
 

愛
称
を
募
集
し
ま
す
 

町
長
公
室
企
画
調
整
 係
 

岡
垣
町
人
材
登
録
制
度
っ
て
 ?
 

さ
ま
ざ
ま
な
趣
味
や
特
技
、
あ
る
 

い
は
知
識
や
技
術
を
人
の
役
に
立
で
 

る
た
め
人
材
登
録
制
度
に
登
録
し
て
 

も
ら
い
、
「
こ
ん
な
人
い
ま
せ
ん
か
 
?
.
 
」
 

と
 講
師
や
指
導
者
、
ま
た
は
、
い
っ
 

し
ょ
に
活
動
す
る
人
を
探
し
て
い
る
 

大
に
、
適
切
な
人
材
を
紹
介
す
る
 シ
 

ス
デ
ム
 で
す
。
 

平
成
は
年
 4
q
 
月
か
ら
始
ま
る
こ
の
 

制
度
が
皆
さ
ん
に
お
お
い
に
活
用
し
 

て
い
た
だ
け
る
 よ
う
 親
し
み
や
す
い
 

愛
称
を
 つ
 け
で
く
だ
さ
い
。
 

応
募
方
法
は
が
き
の
 典
面
に
、
人
 

林
 登
録
制
度
の
愛
称
と
そ
の
現
出
 

氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
住
所
，
電
話
 

番
号
を
背
い
で
く
だ
さ
い
。
は
が
き
 

1
 枚
に
つ
き
 1
 作
品
と
し
ま
す
。
 

応
募
光
岡
垣
町
役
場
人
材
登
録
 刑
 

度
 
「
愛
称
採
集
」
 係
へ
 

応
募
締
切
 
2
 円
 4
 日
 一
 
金
一
当
日
 

消
印
有
効
 

選
考
の
結
果
は
、
後
日
広
報
お
か
 

が
き
で
行
い
ま
す
。
作
品
を
採
用
さ
 

れ
た
人
に
は
、
五
千
円
分
の
 図
舌
券
 

を
さ
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
愛
称
 決
 

定
 後
、
採
用
作
品
の
著
作
権
は
岡
 垣
 

町
 に
譲
渡
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
後
 

発
生
す
る
す
べ
て
の
権
利
は
岡
垣
町
 

に
 帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
町
長
公
室
企
画
調
 笘
 

係
へ
 

ところ : 東部公民館 21 合 諦 垂 問い合わせ : 県 土地家屋調査士 会 北九州支部 林呑 201 一 1338 へ 
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学
ぴ
 た
い
 そ
 れ
 ガ
 入
学
資
格
で
耳
 

-
 放
送
大
学
教
 妾
 学
部
学
生
募
集
 

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
 

放
必
 大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
 

放
送
を
利
用
し
で
、
大
学
教
育
の
機
 

会
を
広
く
国
民
に
提
供
す
る
た
め
に
 

設
 ㌍
さ
れ
た
大
学
で
す
。
生
涯
学
習
 

に
 対
す
る
要
望
に
応
え
て
い
く
こ
と
 

を
 目
的
と
し
で
い
ま
す
。
 

0
 Ⅸ
成
川
上
な
ら
ど
な
た
で
も
 

0
 一
科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
 

0
 入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
 

資
料
請
求
の
ハ
ガ
キ
は
、
社
会
教
 

育
課
 社
会
教
育
係
に
あ
り
ま
ず
。
 平
 

成
は
 年
度
第
 1
 期
学
生
募
集
は
 、
 2
 

月
山
Ⅲ
（
太
 @
 
ま
で
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
放
送
大
学
福
岡
学
習
 

セ
ン
タ
ー
 呑
 0
9
2
 １
 4
7
3
 

１
Ⅰ
 

3
6
5
 へ
 

 
 

 
 新

規
創
業
・
新
分
野
進
出
を
お
 考
 

え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 
"
 国
・
県
で
 

は
 、
新
規
創
業
や
新
分
野
へ
の
進
出
 

の
お
手
伝
い
す
る
た
め
に
、
融
資
制
 

度
や
雇
用
に
関
す
る
助
成
制
度
が
設
 

け
ら
れ
て
い
ま
ず
。
商
工
会
で
も
、
 

皆
さ
ん
の
応
援
を
す
る
た
め
に
、
 説
 

明
会
 ・
相
談
会
，
 
妊
 け
い
ま
す
。
 

と
き
 
1
 目
れ
日
ス
 ま
 
T
 後
 2
 

 
 
と
こ
ろ
 
遠
 ㌍
 町
 商
工
会
館
一
通
 賀
 

 
 

）
 

内
容
 
0
 国
・
県
の
制
度
融
資
の
 

概
要
 0
 個
別
相
談
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
岡
垣
町
商
工
会
 

呑
 2
8
2
 １
 0
2
9
4
 
へ
 

第
 3
 
回
危
険
物
取
扱
者
 

試
験
を
行
い
ま
す
 

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
 

と
き
 
2
 月
㌘
 円
 （
日
）
午
前
川
 

時
か
ら
 

と
こ
ろ
九
州
共
立
大
音
圧
北
九
州
 

市
 八
幡
西
区
白
山
 ケ
 正
一
 

試
験
種
類
乙
種
第
 4
%
 

願
書
受
付
 
ェ
 周
礼
凡
水
一
ま
で
に
 

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
 

は
、
ェ
月
 ㏄
凡
水
一
の
消
印
有
効
で
 

す
 。
 釆
願
古
は
、
遠
 ㌍
 郡
 消
防
本
部
 

予
防
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
 

郵
送
先
（
 財
 ）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
 

タ
１
福
岡
県
支
部
（
一
 T
8
1
2
 
１
 0
 

0
5
4
 
 
福
岡
市
東
区
馬
山
 4
 丁
目
 

㏄
番
上
 号
 ）
 

問
い
合
わ
せ
 
遠
 賀
郡
消
防
木
部
 予
 

切
諫
予
防
保
古
 2
9
3
 １
 8
1
2
5
 

へ
 

5
 ほ
う
 

第
 1
 
回
痴
呆
介
護
 

講
座
を
開
催
し
ま
す
 

県
立
 遠
 貧
病
院
 

日
頃
の
介
誰
に
も
う
ひ
と
工
夫
さ
 

れ
ま
せ
ん
か
。
介
護
で
お
困
り
の
 人
 

や
川
 心
 の
あ
る
人
、
ぜ
ひ
ご
参
加
 く
 

だ
さ
い
。
 

と
き
 
2
 同
 7
 日
一
月
一
午
後
 2
 

時
か
ら
 4
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
 サ
ン
リ
ー
ア
イ
 二
 0
 

四
 会
議
室
 

内
容
 
0
 食
 %
 分
 肋
 に
つ
い
て
 

講
師
摂
食
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 
中
 

島
川
臣
子
 

受
講
料
無
料
 

定
員
㏄
 人 

申
込
期
限
Ⅰ
 U
q
 

茶
目
（
金
）
ま
で
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

遠
笘
病
 

院
 老
人
性
痴
呆
疾
患
セ
ン
タ
ー
 呑
 2
 

Q
U
2
 
１
 7
 ハ
 U
3
l
 

上
へ
 

国
際
高
齢
者
年
記
念
 

-
 囲
碁
・
将
棋
大
会
を
開
催
し
ま
す
 

岡
垣
町
・
老
人
ク
ラ
ブ
青
金
 

国
際
迎
合
が
提
唱
し
て
い
る
国
際
 

高
齢
者
年
を
記
念
し
て
、
囲
碁
・
 将
 

棋
 大
会
を
開
催
し
ま
ず
。
 

と
き
 
2
 月
幻
日
一
日
一
午
前
 8
 

げ
 ㏄
 分
 受
付
開
始
 

と
こ
ろ
い
こ
い
の
 里
 

対
象
者
岡
垣
町
在
住
の
お
お
む
ね
 

 
 申

込
期
限
 
1
 月
刊
 円
 （
月
）
ま
で
 

申
込
方
法
各
区
内
回
屯
の
中
込
 古
 

に
 記
入
さ
れ
る
か
、
福
祉
課
高
齢
 対
 

策
係
 ・
中
央
公
民
館
・
東
部
公
民
館
に
 

備
え
 伺
 け
の
中
込
 占
に
 記
入
し
て
 促
 

 
 問

い
合
わ
せ
老
人
ク
ラ
ブ
赤
金
 

坂
本
 呑
 2
8
2
 １
 3
1
4
9
 
へ
 

陸
上
官
 衛
隊
 西
部
方
面
 

音
楽
祭
り
 

陸
上
自
衛
隊
第
 4
 師
団
広
報
室
 

と
き
 
2
 月
Ⅱ
 口
 （
同
）
 

と
こ
ろ
小
倉
市
民
会
館
（
北
九
州
     

氏
名
・
電
話
 呑
サ
 ・
年
齢
「
 
第
 1
 国
分
 

演
 」
ま
た
は
「
第
 2
 回
公
演
」
希
望
 

あ
る
い
は
「
ど
ち
ら
で
も
 可
 」
と
記
入
 

し
 送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

応
募
 先
 
陸
上
自
衛
隊
第
 4
 師
団
 広
 

報
室
 「
音
楽
ま
つ
り
」
 
壁
一
 T
8
1
6
 ｜
 

8
6
6
6
 
 福
岡
県
存
目
市
大
和
町
 

5
 番
地
の
は
 一
へ
 

応
募
締
切
 

1
 月
折
目
（
木
）
必
着
 

%
 ハ
ガ
ギ
ェ
 枚
に
つ
き
 1
 人
入
場
で
 

き
 ま
ず
。
ま
た
、
応
募
者
多
数
の
場
 

合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
 了
 

 
 問
い
合
わ
せ
陸
上
自
衛
隊
第
 4
 師
 

Ⅲ
広
報
室
 呑
 0
9
2
 １
 5
9
1
 １
 1
 

o
2
o
 
へ
 

    
平成 Wl 年分の法定調書の 提出 

期限は 1 月 31 日 ( 月 ) までです ガ 
主な法定調毒は 次のと ね りです。 

0 給与所得の源泉徴収 宗 と約 5- 支払報告書 
0 退職所得の源泉徴収 票 と特別徴収 票 

0 不動産の使用料などの 支払調書 
0 不動産の譲り 受けの対価の 支払 調古 0 報酬、 料金、 契約金 おょ                                                                             

応
募
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
 
 
 

ら 5 分布 
8 時       
時 、 演台 

30 分国 二 - 化 区 
日旧 @  ウ戊 可 レ日 
午 l@  一 
7%  向こ 
6 後 
F1 寺 3   
から 分か   
税務署 
市町村     
と 同合計表 

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
 

O
O
O
O
O
O
O
O
 

国際交流事業のあ 畑ら材 
㈹。 。 '"" Happening 

国 嫁入セミナー 
外国人が日本の 文化や、 歴史、 社会な 

どに対してどう 思っているのかを 知りた 

くあ りませんか。 
あ なたも、 外国人・覚国に 対しての点 
見、   思いなどを伝え、 皆さん " と語り合い 

ましょう。 

と き 1 月 30 日 ( 日 ) 
午後 1 時 30 分から 4 時まで 

ところ 東部公民館第 23 会議室 

定 員 30 人 

申込期限 1 月 27 日 ( 木 ) まで 

申し込み・問い 合わせ 
地域振興課地域振興 係へ 

 
 

O
O
O
O
O
0
0
 

何
 O % き せ 悪神相談会を 脚 催します き と 1 月 22 口 ( 土 ) 午前 10 時から午後 5 時まで     
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抽選でステキな 賞品 ガ 当たりまう 

駅双ぎゃらⅡ一年賀状 展 
女人気投票実施 ! 穏 
生涯学習発表の 場の一つとなっ 

ている海老津駅双のギャラリ 一で 

「みんなの年賀状 展 」を行います。 

町民の皆さんへ 新年のごあ りさ つ ! 

たくさんの力作をご 覧になって 、 

皆さんが気に 入った作品に 一票を 

お願いします。 

期 間 1 月 13 引木 ) から 
l 同 3l 日 ( 月 ) まで 

ところ 駅双ぎゃらり 一 

ギャラリー右側に「みんなのご 

意見箱 」と投票用紙を 置いていま 

す。 記入されて、 「みんなのご 意 

見箱 」に入れてください。 

なお、 駅双ぎゃらり 一 運営実行 

委員会および 囲垣郵便局から 抽選 

で 20 人に賞品が当たります。 また、 

投票により人気作品上位 30 人にも 

記念品が贈られます。 

問い合わせ 
町長公室企画調整 係へ 

お知らせくださいⅡ 

固定資産税 係へ 
平成 11 年 1 月 2 日から平成 12 年 

Ⅰ同 1 日までのⅦに、 家屋を取り 

壊したり、 住宅用の上地の 員 ぃ 足 

しや造成などに よ り広げられたと 
きは、 来年度の固定資産税額が 変 

わります。 次の場合は 、 お 知らせ 

ください。 

れ % 友だ つ い の 
+ 法務局に登記されていない 家屋 

( 倉庫，物置・ 車庫などを含む ) を取 

り壊し、 税務課に届け 出をされで 
いない場合 

●登記さ ク t ている家屋を 取り壊した 

が、 法務局で家屋の 取り壊しの登 

記を済まされていない 場合 

4 泊地 だ つ t) てメ 

●住宅用 家 屡の敷地として 利用され 

ている土地と 隣接する 土 ．地を貝 い 
足した .,1 、 造成などにより 住宅用 

家屋の敷地としで - 体千Ⅱ 用さ ;hL で 
いる場合 

申し込み・問い 合わせ 

税務課固定資産税 係へ 
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か
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  ，全国に恩返しの 心を‥ ;   

  

  
11 同 18 口、 沖縄市花柱 

の上原 清 善さん (80 歳 ) が 

役場を訪れ、 20 万円の ;; 、 ヂ 

附を行いました " 

戦争の経験を 持つ上原 

I さんは、 フィリピンで 戦 

  友 が戦死したことへの 
                                          て、                               

寄附を行っているそう 
Ⅰ れキ，     

  

  
で 

と 

司っでいたとのことですが 現存までに自治体や 学校の放は、 合計 8.369 件 
らのぼるそうです ， 

・人生でもっとも 大切なものは、 ご円返しであ る」と語る上原さんは、 「自分 
  しっかりすることで、 親を喜ばすことになりご 恩返しになる」とも 話してく 

ました。 

宗岡 収入役は 、 「この寄附金を 学校教 育 のために、 有効活用させて、 @ ただき 
す 。 」と、 感謝の言葉を 述べました、 
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生 生 生 
近似 福 収容 以 

由武林 中茂 民同 膝下島下口 下 し 瘤 東 川原 ㌘） て 町民戸 Ⅱ 月 / 松 m 総 26 早男 端女宿 女 
寿子穂子芸子 寅夫 初段四段 夫 参校 道場 日 大 ｜ 誠 及 コ 

ラ Ⅰ し 
鍋 

秋季 
  

ム 口 ゥ フ 
  

敬 芳 俊 勝 
称 連盟 ンド 

子 澄 範 
略   
    仙 宮 男 2X 

んザ みせ ふ牛 みせ ふせふせふせふ 埜 みせみせ ふせふせふせ 轟せ みせ ふせふザふせふ 早みせ ふザ 
乗 ら 

厚生年金 ませに会す 国 
基金 

た と 、 社る ず 入 国民 A てくだ 年金 聞 いと 0  必 ・ 民 
、 し 国上呈 音 付子 @   さめき 年 

Ⅰ。 ヰ 

い柑 : ま金 n) ず年 

  厚生年金 

( 報酬比例の年金 )   者此 に 貝 ての国       な 例もな基二の 
どの 加ど従っ公   

金 ( 基礎年金 )         の 牢入は年に的 ま   なったし て詳し ければ 、友人 
よ     ～≦ く教えいけな ばかり 払 から 

( 第 1 号 被保険者 ) ( 第 3 号被保険者 ) ( 第 2 号被保険者 )   
さ 今 ;"       
。 八 % し年 。 け " が 科午す じで 曲 り し " てす 年紀 給ヰ - " 
ののて令 ら腸あ る金 べての 礎 まて 厚国 。 会合 伺   金屋 
手人い保 れ合 る納額て短 40 年 す 厚生民 のにをは 生 

糸 合ルⅡ ヂ干 、 年 
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Ⅰ し， 

恩 書聖 警峯呑 282-]2]]  ●囲垣サツリーアⅠ 8282-]5]5 
  手 。 Ⅰ 

賀郡 各町対抗駅伝 台 福岡県民マラソン 大会 とき 2 月 れ日 ( 日 ) 午 十 , ・Ⅱ と き 2 月 20 日 ( 日 ) 午前 8 時 30 分受付開始   とこち 遠賀町総合運動公園前周辺コース 
    ; ろ 福岡市中央区大 濠 公園内 

Ⅰ駅伝の部ⅠⅠ :  ト + 
催 社団法人福岡 具 青少年育成県民会議 

; 婁 、 - Ⅰ Ⅰ ヰ   用 刊 種目 ( 学生男子・女子学校，ウラフ 抽 単位どちらでも 可 。 
] 人 2 拍メート 魅十 l04 コメ - Ⅰ‥ 二 ) 

Ⅰ 

①中学生男子… 字校 単位， ] 人 4% ハ ト 蜻十 ?0% ト 小学生 l ～ 3 年生男子 

0 中 早生女子…学校単位、 ] 人 ? 抽トト垢十 10 托ト ;-   「小学生 4 ～ 6 年生男子 

0 一般男子… 珂 単位、 l 人 4 拍 トト肝十 a0 キロ ト杣 0) 中学生男子… 3% メ叶 ．・ :     

Ⅹい す れも 5 人で 1 チームを 窩成   -,0-) 中学生女子… 2 拍メ - 斗 

ぱ 出場チーム % 分 ，市 高校生男子… 6 キロ ん斗 

0 小学生…制限 は あ りません 高校生女子・ 一般男子・女子… 4 
0 中学生…各学校男女別に 3 チームまで   ① オー フン参加… 8% 九 %   

0 一般男子…各町 8 チームまで 
Ⅱ出場資格 ル 加料 小・中・高校生… m0o 円 

老 のほか…… l ヵ㏄ 円   一 0 小・中学生…郡内 字校 に在校している 人         
0 一般男子…平成Ⅱ 年 Ⅱ 月 ] 日から郡内に 在住し 退方法 所定の申込用 

●マラリ ソ の 却 Ⅰ     
民 館に用意しています ) に証人のうえ、 参加料 ( 郵便定額 

小 為替 ) と 官製爪ガ キ ( 住所・氏名・ 年齢・電話番号を 記入 ) を 

小学生各年Ⅰ 別 男女同時田先とし、 甘 早年男古制 廉 l 位 同封し て 社団法人福岡県 青 小生苦 成 県民会議事務局へ 郵 
を 表彰します。 距離はいすれもⅠ 相 ルトル。 送 また @  参してください。 
来 駅伝出場者 は 参加できません。   挿句 F  同 28 日 ( 金 ) 
育 委員会社会教育課社会体育係に 置いてあ る申込書に 

' ノ @ ま、     各自で用意してください。   
余教育課に用意しています。 )   

中し込み・問い 合 メ ; 社団法人福岡県青少年育成県民会議 

散手 貴台社会故宮 課 社会Ⅰ ( で田 卑 00 呂 福岡市東区思出 4.10 Ⅰ     
- - - ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ■ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ l l l l ⅠⅠ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -   --@    -- 目 Ⅰ ll ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ■ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ 

1952 年 ( Ⅰ台札 27 年 ) " 。 " 抽 。 来 同地 村 教育委Ⅱ会が 発足 l- ました。 海ど 津 ・ 波 津間で   

。 ，   ㍾ "" 。 。 下は宮 ㎝ ] 年 ・もうす @ 函館「海老壮 ょ 、 西鉄バスが逆行を 座 」が別業しま 開始しました。 l, だ。 また                                                           Ⅰ ・ i 

1964 年 ( 昭千 Ⅱ 39 年 )   
いるいるなことが 

フ ・ⅠⅠⅠ 起こコた 辰年のあ ゆ 組 入京オリンピックが 伶が 合併しました。 開催されました「郡内の また、 ll@ 小学校鉄筋 2 用 階建て防 共 協同 や 。・ 

き め みを ・ 揮 介するま @ ，自校 仲も 弄月比しました。 Ⅰ 
1976 年 ( 日召 ォ 051 年 ) 

<@@ 町民体育館が 完成しま ;, た     

1988 年 ( 日召 和 63 年 ) 
1928 年 ( 昭和 3 年 )             尺 12 月 l, こ J l( 海老津川合   !. 沌 Ⅱ・ @ 場 力 ， ， ; 成しました   

，ぉヌア 
日本で最初に                                                                                                                                           俵口 "  スが 2000 年 ( 平成 12 年 ) 正午 五 ， 尺 ス じ ， ： J 海老津駅・ 鈍崎岡 の 運 li@ 帖 日 ザンリーアイ 第 2 期施設ウ ェー - フ ・ ア                                             

                            でづ -       
1940 年 ( 昭和 15 年 ) 有年 

ト Ⅰ Ⅰ く 

ⅠⅠ 丑ゥカサ Ⅱ 

之
 

                                        乙 のときの人口がⅡ． 635        tH- 帯 故 2,272. 世 


